
第 38 回四国内視鏡外科研究会開催のご挨拶 

謹啓 

長引いた猛暑も過ぎ去り、ようやく秋らしい気候となってまいりました。 

先生方におかれましては、ますますご健勝にてご活躍のことと心よりお慶び申し上げます。 

このたび、第 38 回 四国内視鏡外科研究会を 2026 年 2 月 21 日（土曜日）に、香川県高松

市の かがわ国際会議場 におきまして、開催させていただく運びとなりましたので、謹んで

ご挨拶申し上げます。当番世話人を拝命いたしました、高松赤十字病院 消化器外科の藤原

理朗でございます。 

本研究会は、四国内で日々研鑽を重ねておられる先生方のご交流と、若手外科医の先生方の

積極的なご参加と発表の場としての役割を担ってまいりました。今回は、四国の玄関口であ

る高松市において、前年度までの消化器外科・呼吸器外科のみならず、今回は内視鏡手術に

携わるより多くの診療科の先生方にもご参加いただけるよう、広く呼びかけを行う予定でご

ざいます。特に、各施設で修練を積まれている若手の先生方にとって、発表・討論の貴重な

場となれば幸いです。 

まずは、ホームページで日程と会場のご案内をさせていただきました。研究会や演題募集の

詳細につきましては、近日中に改めてホームページおよびその他のご案内でお知らせいたし

ます。 

末筆ながら、本研究会が先生方にとりまして有意義な学びと交流の機会となりますよう鋭意

準備を進めてまいります。多くの先生方のご参加を心よりお待ち申し上げておりますので、

何卒よろしくお願い申し上げます。 
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